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二号埠頭入口

第一ﾊﾟｲﾌﾟ工業

日本
合成
樹脂

千鳥町北
市営埠頭

京ｾﾗ前

JERA川崎
火力発電所前

千鳥町

夜光

殿町三丁目へ塩浜へ

日本触媒前

JERA川崎
火力発電所

京ｾﾗ

ｻﾝｱﾛﾏー

ｻﾝｹﾐｶﾙ

日本触媒

日本乳化剤

レゾナック

ｾﾝﾄﾗﾙ･ﾀﾝｸﾀｰﾐﾅﾙ

三菱ｹﾐｶﾙ物流

昭和物流

秀和運輸

東京油槽

日油

ｸﾚﾊ環境

市営埠頭

ちどり
公園

日本
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ

日本触媒

緑地

千鳥橋

港湾緑地3.6ha　除草年2回
音楽ｲﾍﾞﾝﾄ開催等で活用

緑地(港湾局管理)除草年2回 東日本
上野輸送

花王

東洋製罐

川崎市
船客待合所

ENEOS

ENEOS

ENEOS

ｴｱ･ｳｫｰﾀｰ･
ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽｹﾐｶﾙ

　

ｴｱ･ｳｫｰﾀｰ･ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽｹﾐｶﾙ 川崎工場・研究所

　　　　　     　　約1.5ha
　・酸化ｴﾁﾚﾝ誘導体製造のため東燃化学から土地取得(2007)
　・ｱｸﾘﾙ酸特殊ｴｽﾃﾙﾌﾟﾗﾝﾄを増設(2万t/年)
　　2013.10　運転開始、投資額約35億円
　・アクリル酸や高吸水性樹脂、酸化エチレンなど多種製品で国際持続可能性カーボン認証
 　　ISCC PLUSを取得(2023.02)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　1973開業等　約4.2ha

　・1979年完成 総延長2,180m
　人道が有り徒歩で通行可能

　・巡視船３隻(あおぞら､ひばり､かもめ)により港内巡視を実施。
　　市民を対象に川崎港内見学も実施
　・消防艇２隻【かわさき（総ﾄﾝ数109.0ﾄﾝ 速力18.6ﾉｯﾄ）、
　　うみかぜ（総ﾄﾝ数19.0ﾄﾝ 速力30.2ﾉｯﾄ）】

川崎税関支署

・横浜植物防疫所川崎出張所
・関東運輸局川崎海事事務所
・川崎海上保安署

　・東京ﾍﾞｲＴＣ 鶏卵の配送ｾﾝﾀｰ 
  ・再整備計画に基づき施設の再配置・整備。新倉庫竣工（2019.5）

跡地約18ha(日本ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ川崎工場及び日本ﾎﾟﾘﾌﾟﾛ川崎工場）
輸出用車両の駐車場等などに貸出

　　　　　　　　　　　         1963開業等　約3ha

　　　　　　　　　　　　　　        1961開業等　約28ha       　

　

　・ｳｪｽﾃｯｸかながわに隣接する積替保管施設

・酸化ｴﾁﾚﾝのﾄｯﾌﾟ企業
・千鳥工場では酸化ｴﾁﾚﾝと酸化ｴﾁﾚﾝ誘導体を製造
・7,000kWのｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ設備導入
・2021.4に予定していた三洋化成工業との経営統合を中止すると発表
 （2020.10）
・アクリル酸や高吸水性樹脂、酸化エチレンなど多種製品で国際持続
　可能性カーボン認証 ISCC PLUSを取得(2023.02)

・川崎市初の公共埠頭
・砂、砂利、石灰石、ｽｸﾗｯﾌﾟなどを中心に多種多様のﾊﾞﾗ貨物を取扱う
  埠頭
・大型係船岸壁７ﾊﾞｰｽ
・一般荷捌き地：約2.2ha、専用荷捌き地：約22.4ha、上屋：約1.9ha

・川崎市と地元倉庫事業者の共同出資による第3ｾｸﾀｰの倉庫会社

・半導体・電子部品用の導電性ﾍﾟｰｽﾄ・絶縁性ﾍﾟｰｽﾄや、
  絶縁ﾜﾆｽ等を生産
・銀ﾍﾟｰｽﾄ生産の新工場建設（2018.10～2020.4）、
  延床面積6,144㎡

・財団法人神奈川廃棄物処理事業団の解散に伴い、事業譲渡契約を締結
・ﾊﾞｲｵﾏｽや廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、医療系廃棄物等の焼却処理により発電した電力
  (4,800kW)を構内電力として使用するとともに、売電も実施
・前処理工程においてｱﾙﾐ、鉄を自動選別
・ｷﾙﾝｽﾄｰｶｰ炉と流動床炉により、様々な廃棄物処理に対応
・「廃棄物焼却時の排熱を利用した発電設備を有する廃棄物処理」が「低CO2
  川崎ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ‘18」に認定（2019.2）
・ウェステックかながわでフードドライブ活動を実施(2022.11)

・乳化剤技術を活かした界面活性剤、特殊溶剤の
  ｸﾞﾘｺｰﾙｴｰﾃﾙ、ｱﾐﾝ誘導体を生産

・業界大手の無水ﾌﾀﾙ酸を中心とした有機酸製品可塑剤及びﾏｷｼﾓｰﾙR(ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙﾎﾟﾘｵｰﾙ)の
  有機酸系誘導品独自技術によるﾊﾟﾙﾌﾟ蒸解助剤SAQ R 等のｷﾉﾝ系製品の3つを柱として
  事業展開
・ｷﾉﾝ機能材の需要拡大に対応する「機能材製造設備」が稼働（2021.4）
・2021.10.1ｴｱ･ｳｫｰﾀｰ･ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽｹﾐｶﾙ(株)設立、ｴｱ･ｳｫｰﾀｰ(株)電材開発事業部、川崎化成
　工業(株)、大東化学(株)が合併し発足(2021.10)

・ｱｸﾘﾛﾆﾄﾘﾙや､世界初のｼﾜ防止効果を持つ化粧品用ﾋﾞﾀﾐﾝC誘導体｢ｱﾌﾟﾚｼｴ｣等を製造
・化粧品原料など既存の事業と新しい事業をﾊﾞﾗﾝｽ良く手掛けており、約1,000種類もの
  製品を作っている。水素、炭酸ｶﾞｽ（ｺｰﾗ、ﾎｯﾋﾟｰ用）、化粧品原料、VGCF（ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池材
  料）等
・昭和電工と昭和電工マテリアルズが統合し、社名をレゾナックに変更（2023.01）

・ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾀﾝｸﾀｰﾐﾅﾙとして、液体貨物を運送・保管
・ﾀﾝｸﾀｰﾐﾅﾙ業界では初めてISO9002を取得､その後ISO9001､14001の認証を取得

・油化事業(化粧品､医薬品の原材料)､食品事業(ﾏｰｶﾞﾘﾝ等)、PEG修飾剤の
  DDS（薬物送達ｼｽﾃﾑ）でﾄｯﾌﾟｼｪｱ
・DDSの供給先は､ｱｼﾞｱを含む国内が1割強､海外が8割
・iCONMに入居、ｻﾃﾗｲﾄﾗﾎﾞ開設(2019.4)
・DDSの生産力増強のための製造設備増設を発表（2021.7）

・JERA川崎火力発電所の蒸気を近隣企業9社に供給し、地域で大規模な省ｴﾈﾙｷﾞｰ化を
  実施（2010.2蒸気供給開始、配管延長6.5km）
・東京電力､日本触媒､旭化成ｹﾐｶﾙｽﾞの３社が設立
・従来比較で1.1万klの燃料(9500世帯分)､2.5万tのCO2排出量(4700世帯分)の省ｴﾈﾙｷﾞｰ化を
  実現
・第一高周波工業の高周波誘導加熱の技術で配管を湾曲

・世界最高効率の最新鋭火力発電設備
・１号系列：1500℃級ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞｻｲｸﾙ発電(2009.2運転開始)
　【出　力】150万kW(50万kW×３軸)
　【熱効率】約59％「世界最高水準」
・２号系列：（運転開始:1軸（2013.2）、2軸（2016.1）、3軸（2016.6））
　【出　力】1軸（50万kW（1500℃級））、2・3軸（71万kW×2軸（1600℃級））
　【熱効率】約61％「世界最高水準」（1600℃級）
・東京電力から、中部電力との合併会社であるJERAに火力発電事業を
  移管（2019）
・新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の拡大防止のため、発電所の現地見学を休止し、
　替わりにｵﾝﾗｲﾝでの見学を実施（2020）
・発電所運営のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化を推進（2020.10）

約10.5ha

1948.12開業等　約5.2ha

2006.10開業等　

　1961開業等　約6.1ha

・昭和電工の物流部門として発足
・2002年に丸全昭和運輸の資本参加により、同社の
  ｸﾞﾙｰﾌﾟ企業として事業展開

約3.9ha

1962開業等　

　　1960.8開業等　4.2ha 

・ENEOSの100％子会社で、石油樹脂の製造を受託（2021.9）

1967.5開業等　約1.3ha

　　2010.4業等　約2.5ha

　 1951開業等　43.8ha 

　　1959開業等　約6.4ha

川崎港湾福利厚生協会千鳥ｾﾝﾀｰ　無料休憩所(8:00-16:00)

JERA川崎火力発電所

　日本触媒

ｾﾝﾄﾗﾙ･ﾀﾝｸﾀｰﾐﾅﾙ　川崎事業所

　川崎港内巡視等の基地

ＪＡ全農たまご　東京ベイTC

日本乳化剤 川崎工場

京ｾﾗ　川崎工場

昭和物流　本社・関東事業所（川崎営業所）

ｸﾚﾊ環境　川崎物流ｾﾝﾀｰ　

日本触媒　川崎製造所千鳥工場

川崎港千鳥町　市営埠頭

川崎港湾合同庁舎

川崎臨港倉庫埠頭

日本合成樹脂

ｸﾚﾊ環境　ｳｪｽﾃｯｸかながわ

川崎港海底トンネル

川崎ｽﾁｰﾑﾈｯﾄ

日油 川崎事業所

レゾナック　川崎事業所
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※　下線を付した企業は、「かわさきｶｰﾎﾞﾝｾﾞﾛﾁｬﾚﾝｼ2050」の賛同者
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